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ご支援の方法

SDGsへの取り組み
近年、国連の提示するSDGsが注目を浴びています。SDGs（Sustainable Development Goals：持続
可能な開発目標）とは、2030年までに達成すべき国際社会共通の目標です。
私たちも5つのゴールの課題解決の一助となるべく、社会福祉という分野の中で、皆さまとともにさま
ざまな社会課題を解決していきたいと考えています。

ゴール1：貧困をなくそう
ゴール3：すべての人に健康と福祉を
ゴール4：質の高い教育をみんなに
ゴール16：平和と公正をすべての人に
ゴール17：パートナーシップで目標を達成しよう

社会的養護を必要とする母子や高齢者、子どもたちへのご支援は寄付だけに限らず、住居として使用している施
設内設備のメンテナンスや、本やおもちゃなどの物品提供、子どもたちの体験型活動のご提供など多岐にわたり
ます。皆さまの社会貢献ポリシーに応じて柔軟に対応しますので、お気軽にお問い合わせください。

■■企業の皆さまへ■■

大切な資産やその一部について遺贈寄付のご相談を
受け付けています。遺贈寄付には公的な書類の作成
などがありますので、専門機関をご紹介いたします。
お気軽にご相談ください。

遺贈寄付

共生会では、広くご寄付のお願いをしています。
共生会が運営する各施設で暮らす方々、また社会に
巣立とうとする子どもたちを応援してください。お
振込みやクレジットカード決済、また施設ごとへの
ご支援も受け付けておりますので、是非ご相談くだ
さい。

寄付で応援

電化製品や家具・オフィス用品、車輛などの施設設備
のほか、食品や子どもたちの遊具、医療消耗品など、
さまざまな形のご協力を受け付けています。
金銭以外のご支援方法について、是非ご相談ください。
※ウェブサイトに「欲しいものリスト」を公開してい
ます。

物品で応援

※当法人へのご寄付は、確定申告時に申告す
ることで税の優遇を受けることができます。

⇦ 寄付についてはこちら

社会福祉法人共生会

2024年度年次報告書

自分の影を不思議に思っている子どもの様子



困っている人と共に生きる

令和6年度は、コロナ禍以降に進んだ社会構造の変化により、人間関係の希薄化や
孤独・孤立の問題が顕在化し、社会的養護や介護福祉の現場がますます複雑化し、課
題が高度化していることを改めて認識した一年でした。こうした状況の中、当法人は
創設者の思いである「困っている人と共に生きる」という基本理念、そして「あなた
らしさ、わたしらしさを大切に」というモットーを掲げ、皆様と共に社会課題の解決
を目指してまいりました。

令和6年度は、これらの複雑化・高度化する社会課題に対応するため、個人の資質
向上と組織変革の必要性を強く意識し、さまざまな取り組みを進めました。特に、人
材育成（研修や交流研修等）、組織基盤の強化（ガバナンス、透明性、財務）、地域
における公益的な活動、防災対策の強化に重点的に取り組みました。

これもひとえに、地域の皆様、関係機関、ボランティアの方々の多大なるご尽力と
ご支援の賜物であり、心より御礼申し上げます。また、困難な状況の中で懸命に業務
に取り組んでくれた全職員にも、改めて深く感謝いたします。

今後とも、社会的養護を必要とする子どもたちや、福祉課題を抱える地域の方々に
対し、温かい愛情と質の高いサービスを提供できるよう、職員一同、一層の努力を重
ねてまいる所存です。引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

理事長 福島俊彦

児童養護施設

特別養護老人ホーム

母子生活支援施設

認可保育所
(夜間保育)

学童保育クラブ

地域包括支援
センター

希望の家

松風荘

伊豆長岡学園

江戸川つむぎの家

ふたばホーム
ふたば学童／第二ふたば学童保育クラブ

江戸川区そよ風松島荘

中野区さつき寮

白鳥ふたば保育園

東四つ木ほほえみの里

地域包括支援センター
東四つ木・立石分室

≪千代田区・アフタースクール≫
さくら／さくら第二

こうじ町

≪葛飾区・学童クラブ≫
松上／第二松上

上小松／第二上小松
木根川
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戦後８０年

上野地下道などで保護された戦災孤児たちが、木根川の地で生活するようになりま
した。数年後の昭和25年、「共生会が“経済旋風”に吹きまくられ憂慮される事態」に
「児らと縄をなったり、野菜の行商で切り抜け」、子どもらの将来の希望を破壊せぬ
よう努力していると、地元紙が報じています。同年１２月に地元の方々の募金、約１
４万円により住宅が建てられました。「僕らの希望の家」でした。共に生きるとは、
生きる糧と心寄せ合う居場所を創ることだと、薄暗い地下道の記憶がのこる私は思い
ます。

そのような時代から、社会は高度成長期、就職氷河期、世界同時不況、不況長期
化・非正規雇用の増加、貧困率拡大と変化してきました。このような時代にあって、
誰もが健康で文化的な生活を営む権利・生存権を保障されなければなりません。子ど
もには学習と教育の保障であり、困った人が助けてといえる社会を築くことです。

先が見えにくい不確実な社会の中で、求められるものはなんでしょうか。多様な施
設を持つことを「強み」として、共生会の組織としてのチカラを高め蓄積することだ
と考えます。まずは学びあいましょう。仕事の中で、他施設との交流の中で、気づ
き・考え・行動して得たことを発信して、共有しましょう。このことを支えるのが
「心理的安全性」です。誰もが自分の考えていることを表明できる職場環境が「学
び」を豊かにします。不安が安心に変化してチカラになります。学びは無限です。

副理事長・業務執行理事 岡 正雄



2024年度を振り返って

■児童養護施設「松風荘」

特別な支援を受けた一年でした
これまでの支援者様に加え、各種団体様から例年以上の支援をいただきました。子ども
たちは、多くの貴重な体験を積むことができました。皆様に支えられていることを実感
し、感謝を心に刻む一年でした。

■児童養護施設「伊豆長岡学園」

職員の自主的な取り組みが活性化した一年でした
数年前より、職員の特技を活かした子ども向けの習い事が充実してきました。
バスケットボール教室、韓国語教室、空手教室、ポケモンカード大会等、職員の特技を
活かし子どもたちが楽しんで参加できる取り組みが活性化してきました。

■母子生活支援施設「ふたばホーム」
■ふたば学童・第二ふたば学童保育クラブ

集（つどい）
長期休みには子どもたちと一緒に手作り昼食を行いました。また、ふたばホームに入所
されている利用者をはじめ、今年度は退所された利用者の方をお招きし座談会を開催し

たところ、退所されてから10年近くたった方も参加され近況を教えてくださりました。

■認可保育園（夜間保育所）「白鳥ふたば保育園」

笑顔が広がる食育活動
一年中いろいろな物を育てていますが、南瓜、稲作にも挑戦しました。中の具材が見え
るように透明鍋を使った塩ラーメン作りや親子でクッキー作りをしたり、5歳児親子と1
年生親子の交流会では1番人気のカレーに大人も子どもも身も心も満たされました。

■特別養護老人ホーム「東四つ木ほほえみの里」
■地域包括支援センター 東四つ木・立石分室

新たな方針と共に邁進！
令和6年度は介護報酬が改定され、その主旨に沿った体制づくりに取り組みました。良
質な介護サービスの効率的な提供に向けた働きやすい職場づくりをはじめ、地域包括支
援センター職員と特別養護老人ホーム職員との協働も積極的に取り組みました。

■学童保育クラブ 千代田区・葛飾区

感謝
令和６年度をもって木根川学童保育クラブ、第二上小松学童保育クラブが閉室となりま
した。保護者の方や地域の方、学童を利用するこども達に支えてもらい、たくさんの笑
顔が見られる中で運営を終了することができたことに感謝しています。

■児童養護施設「希望の家」

人材育成に力を入れた一年
2024年度もチームビルディングや会議、研修等の内容について工夫しました。
2025年度からは新たに、支援者を支援する役割である、支援者支援コーディネーターを
配置することになりました。

■母子生活支援施設「中野区さつき寮」

20年間の支援を終えて
中野区より指定管理を受け20年に渡り運営してまいりましたが、残念ながら当法人での
運営を終えることになりました。関係機関の皆様、一緒に仕事をしてきた仲間たち、そ
してなにより出会えた利用者の方々に感謝を申し上げます。ありがとうございました。
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■児童養護施設「江戸川つむぎの家」

にやりほっと
朝礼では連絡事項だけでなく、子どもたちの微笑ましい様子を共有しています。例えば、
幼児さんの初めての初詣。あたりから聞こえる拍手の音に反応し、2拍手どころではな
く、笑顔でずっと手を叩き続ける姿にみんなでほっこりしました。

■母子生活支援施設「江戸川区そよ風松島荘」

ぴかぴか、にっこり、はばたいて
芋掘り体験、非常食試食会、助産師会の講習、浴室の設置など、新たな試みやできごと
がたくさんありました。それにより利用者間の交流が日常的に増えました。また退所が
決まった家庭も多く、地域での生活に向けて多くの方と連携した年でもありました。



写真で振り返る2024年度
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クリスマス会での
ファッションショーの一コマ

（希望の家）

学園で祝ってもらう
最後の手作り誕生日ケーキ

（伊豆長岡学園）

満開の桜
（白鳥ふたば保育園）

バスボム作り
（江戸川区そよ風松島荘）

サンタと一緒にハイチーズ！
（東四つ木ほほえみの里）

毎年恒例の夏祭りを
今年も行いました！
（学童保育クラブ）

天体望遠鏡で月をみました！
（ふたばホーム）



児童養護施設

松風荘
静岡県沼津市 定員：30名
＜本園・グループホーム3か所＞

東京都・江戸川区 定員：24名
＜本園＞江戸川つむぎの家

1945年の開設から80年、地域の方にご支援をいただきながら歩んできた施設です。市街地を離れると
海と⼭に囲まれ、のんびりとした環境で子どもたちは生活を送っています。子どもたちの夢を応援す
る「松風ドリームサポート」という取り組みにも力を入れています。

■TOPICS

例年のバザーに比べ、松風荘児
童の友人が多く来てくれました。
未来に渡り、継続的な結びつき
に期待します。つながりに期待。

とても暑かったキャンプ。
それでも、子どもたちは楽
しい思い出が出来ました。

１６年間、松風荘で生活を送っ
た姉妹の送別会。参加者全員、
たくさんの思い出に浸っていま
した。

2歳から大学生まで幅広い年齢の子どもたちが幼稚園、小学校、中学校、高校、大学に通いなが
ら穏やかに日々楽しく生活できるように職員一同チーム支援を行っています。またショートステ
イ・トワイライトステイ事業を通して地域支援にも力を入れています。

■TOPICS

児
童
養
護
施
設
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毎月様々な研修をしまし
た。

子どもたちの標語と絵が東京都の人
権ポスターに選ばれました。

入進学のお祝いの書を子ども
が自主的に書いてくれました。

希望の家
東京都・葛飾区 定員：43名
＜ユニット2棟・グループホーム5か所＞

希望の家はたくさんの方々に支えられています。子どもを第一に考え、安心、安全が守られた家庭的
で温かい環境を作れるよう職員が一致団結して努めています。地域支援として、ショートステイ・ト
ワイライトステイ事業や家庭訪問型子育て支援事業、地域の親子向けの講座も提供しています。

■TOPICS

成人式当日、振袖やスーツを
身に纏い5名の卒園生が成人
の報告をしに会いに来てくれ
ました。とても素敵でした。

小学校高学年以上の子どもた
ちは、夏休みにキャンプへ。
様々なスポーツ、バーベキュ
ー等を楽しみました。

伊豆長岡学園
静岡県伊豆の国市 定員：48名
＜本園5ユニット・グループホーム2か所＞

「大切にされていると実感できる場所」を理念の柱とし、「ここに来れてよかった」「あなた
に出会えてよかった」と子どもたちが思える施設づくりを目指しています。
都立施設から共生会の一員となり18年が経過し、地域の皆様や支援者様に支えられ、より温か
な施設へと成長してきました。

■TOPICS

8年ぶりに運動会を学園のグ
ラウンドで開催することがで
きました。とても楽しく一致
団結することができました。

5年ぶりに江戸っ子杯ドッジ
ボール大会で優勝することが
できました。子どもたちは感
動して涙を流していました。

児童養護施設とは
児童福祉法に基づいて、乳児を除く保護者のいない児童、虐待されている児童、その他環境上

養護を要する児童をお預かりして養護し、あわせて退所した子どもたちに対する相談、その他
の自立のための援助を行うことを目的とする施設です。

たくさんの支援者の方が子どもた
ちを行事に招待してくださり、楽
しく時間を過ごし、交流ができま
した（上野動物園）

卒園記念旅行に卒園生４名と
施設長で土肥に旅行すること
ができました。子どもたちの
思い出深い行事ができました。



母子生活支援施設
母
子
生
活
支
援
施
設

ふたばホーム
ふたば学童・第二ふたば学童保育クラブ

東京都・葛飾区
ふたばホーム：定員20世帯
ふたば学童・第二ふたば学童保育クラブ：定員80名

江戸川区そよ風松島荘

利用者に寄り添い「大切にされている」と思われるような関りを大切にしています。建物は築55
年が経ち共有部分が多い等の不便さもありますが、利用者の皆さんからアイデアを頂きながら、
少しでも快適に生活ができるように工夫しています。

■TOPICS

東京都・江戸川区 定員：20世帯

中野区さつき寮 東京都・中野区 定員：19世帯
※2024年度末で当法人としての運営終了

家族全員が地域の中で安心して笑顔で暮らせるよう、それぞれの思いにスタッフ全員が寄り添っ
てきました。また、地域の子育て世帯へ向けて、ショートステイ事業や電話相談、ひとり親家庭
向けのイベント開催等、多岐にわたった支援を展開しました。

■TOPICS

夏休み親子工作として、モザイ
クタイルで装飾したランプを作
りました。

乳幼児工作でプラ板キーホルダ
ーを作りました。完成したもの
は母の日にプレゼントしました。

小学生以上の子ども達と昭
和記念公園へ行き、バーベ
キューをしました。
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お母さんと子どもたちがいつも笑顔で、安全で安心した生活ができることを大切にしているふたばホ
ーム。ふたば学童保育クラブ、第二ふたば学童保育クラブを併設しており、地域の子育て支援を担え
るように努めています。

■TOPICS

白鳥ふたば保育園の栄養士さん
とふたばホームの子ども達で手
作り餃子を作りました。おいし
く出来上がりました。

小学生の子どもたちと東京ディ
ズニーシーに行きました。初め
ての経験に子どもたちは目を輝
かせていました。

葛飾に郷土の文化を詰め込んだ
かるたがあるのをご存じです
か？こども達と職員で勉強しな
がら熱い勝負をしています。

新しくお風呂ができました。そ
れに合わせて心理サロンでバス
ボム作りもしました。皆さんと
ても喜んでくれています。

助産師さんに6回来ていただき、
育児のコツや離乳食の作り方を
教えていただきました。職員も
一緒に勉強しました。

親子バスハイクで水族館に行き
ました。初めて見る大きな魚に
ビックリする子どももいました。

母子生活支援施設とは

児童福祉法に基づいて、18歳未満のお子さんのいる母子家庭等が生活
できる施設です。母子の自立に向けて、子育てや生活のお手伝いをは
じめ、退所した後もご相談に応じています。



特別養護老人ホーム ・ 認可保育園 ・ 学童保育クラブ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
認
可
保
育
園
・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

特別養護老人ホーム 「東四つ木ほほえみの里」

認可保育園（夜間保育所）「白鳥ふたば保育園」 東京都・葛飾区 定員：36名

学童保育クラブ

（葛飾）松上学童保育クラブ70名 第二松上学童保育クラブ70名
上小松学童保育クラブ55名 第二上小松学童保育クラブ45名（※1）
木根川学童保育クラブ60名（※1） ※1：2024年度末で閉室

（千代田）アフタースクールさくら65名 アフタースクールさくら第二45名
アフタースクールこうじ町50名
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電車が大好きな子ども達。
「バイバ～イ」と手を振
る可愛い後ろ姿に見守る
大人は笑顔になります。

公園を借りて消防署の方の指
導を受けました。沢⼭の機能
がついている消防自動車の説
明を、目を輝かせながら聞い
ていました。

小さな畑で育てた数種類のじゃ
が芋の収穫をしました。大好き
なフライドポテトにしてもらい
味比べをしました。

0歳児から5歳児まで1クラス6名ずつの小さな保育園です。
3歳から5歳児は異年齢保育を実施し、兄弟姉妹のような子ども同士の関りを大切にしています。
夜間保育を希望するお子さんには、美味しい夕食を提供します。

■TOPICS

葛飾区に5学童、千代田区は3学童と放課後子どもプラン（放課後子ども教室）の事業を受託・運
営しています。放課後の子どもたちの居場所として安全・安心に過ごすことのできる環境を提供
しています。小学校の校庭などを使い、自由に遊ぶことができ、多彩な行事も企画しています。

■TOPICS

特別養護老人ホームとは、常時介護を必要とし、在宅での生活が困難な高齢者に対して、生活全般の
介護を提供する施設です。平成10年開所以来、利用者が安心して生活できるように、ふれあいを大切
にしています。
地域包括支援センター東四つ木・立石分室は、平成18年より葛飾区から事業を委託されています。通
称名「高齢者総合相談センター」として、より区民に分かりやすく身近な相談窓口として活動してい
ます。

■TOPICS
お花見：今年もお元気な姿で満
開の桜とお一人ずつ記念撮影を
行いました。

ひなまつり祝い膳：幼かった頃
の思い出と共にお祝い膳をいた
だきました。

地域包括支援センターでは、認
知症の普及啓発に取り組み、地
域で見守る認知症サポーターを
581名養成しました。

特別養護老人ホーム：123床
ショートステイ： 7床

今年も遠足に行ってきました。
大きな公園でボールや遊具を使
い思いきりあそぶことができま
した！

家族へ日頃の感謝を込めて
プレゼントを作りました。

学校の広い校庭で水遊びをしま
した。水をかけあいながら笑顔
あふれる１日となりました。

地域包括支援センター東四つ木・立石分室

子どもからお年寄りまで、地域の皆様と共に生き
る地域密着の運営を日々行っています。
すべての利用者の方のケアニーズに応えられるよ
う、専門性と質の高いサービスを提供出来るよう
に心がけております。



2024年度決算書類

法人単位資金収支計算書（抜粋版）
（自）令和6年4月1日（至）令和7年3月31日

法人単位事業活動計算書（抜粋版）
（自）令和6年4月1日（至）令和7年3月31日

法人単位貸借対照表（抜粋版）
令和7年3月31日現在

本決算書類は「法人単位」のものであり、抜粋版です。
詳細は、各ウェブサイトをご覧ください。
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